
  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：宮城県の方言に関する総合的研究 

日本人対象の国語教育／外国人対象の日本語教育 

 

氏氏名名：：      武武田田  拓拓／／TTAAKKEEDDAA  TTaakkuu    EE--mmaaiill：：  ttaakkeeddaa@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  教教授授  学学位位：：  修修士士（（文文学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本語語学学会会  

研研究究分分野野：：  文文学学、、言言語語学学、、教教育育学学  

キキーーワワーードド：：  方方言言，，国国語語教教育育，，日日本本語語教教育育  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・宮宮城城県県のの方方言言にに関関すするる情情報報  

・・日日本本人人にに対対すするる国国語語教教育育  外外国国人人にに対対すするる日日本本語語教教育育  

 
研研究究内内容容：：    

方方言言研研究究――宮宮城城県県をを主主ととししたた、、方方言言のの実実態態調調査査やや記記録録保保存存  

      辞辞書書・・市市史史のの関関連連部部分分執執筆筆やや、、ママススココミミかかららのの問問いい合合わわせせにに応応じじてていいるる  

  

国国語語教教育育――日日本本人人をを対対象象ととししたた、、ここととばばをを的的確確にに使使いいここななせせるるよよううににななるるたためめのの学学習習方方法法やや教教材材のの作作成成  

      日日常常生生活活やや学学習習研研究究ななどど、、様様々々なな場場面面をを想想定定ししてていいるる  

  

日日本本語語教教育育－－外外国国人人をを対対象象ととししたた、、日日本本語語やや日日本本文文化化のの学学習習内内容容  

      短短期期研研修修生生対対象象のの、、日日常常のの日日本本文文化化体体験験やや紹紹介介をを担担当当ししてていいるる  

  

【【ここれれままででのの成成果果・・実実践践例例】】  

・・22000000 年年  仙仙台台市市愛愛子子児児童童館館主主催催  わわくくわわくく授授業業「「ここととばばののふふししぎぎ」」  授授業業担担当当  

・・22000022 年年  （（株株））ジジャャスストトシシスステテムム製製日日本本語語変変換換ソソフフトト「「AATTOOKK」」東東北北・・北北海海道道方方言言入入力力モモーードド  作作製製協協力力  

・・22000055 年年  秋秋田田県県増増田田町町（（現現湯湯沢沢市市））旧旧西西成成瀬瀬小小学学校校ににおおけけるる言言語語教教育育のの再再評評価価ののたためめのの調調査査研研究究  委委員員  

・・22001100 年年  河河北北新新報報朝朝刊刊連連載載ココララムム「「ととううほほくく方方言言のの泉泉」」  執執筆筆担担当当  

・・22001133 年年  岩岩沼沼市市史史編編纂纂委委員員会会（（民民俗俗部部会会・・自自然然部部会会・・震震災災部部会会））調調査査執執筆筆委委員員  

・・22001144 年年  文文化化庁庁委委託託事事業業「「被被災災地地ににおおけけるる方方言言のの活活性性化化支支援援事事業業」」  方方言言アアフフレレココ体体験験ワワーーククシショョッッププ  講講師師  

・・22001144 年年  東東松松島島市市文文化化協協会会第第 11 回回研研修修会会  講講演演「「方方言言のの過過去去・・現現在在・・未未来来」」講講師師  

・・22002200 年年  せせんんだだいい豊豊齢齢学学園園「「7755 歳歳かかららののアアククテティィブブラライイフフココーースス」」    仙仙台台のの方方言言    講講師師  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

（（参参考考））文文化化庁庁届届出出受受理理  日日本本語語教教師師養養成成講講座座  修修了了    

JJEEEESS  日日本本語語教教育育能能力力検検定定試試験験  合合格格    

中中学学校校・・高高等等学学校校教教諭諭専専修修免免許許状状((国国語語))    
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所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：宮城県の方言に関する総合的研究 

日本人対象の国語教育／外国人対象の日本語教育 

 

氏氏名名：：      武武田田  拓拓／／TTAAKKEEDDAA  TTaakkuu    EE--mmaaiill：：  ttaakkeeddaa@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  教教授授  学学位位：：  修修士士（（文文学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本語語学学会会  

研研究究分分野野：：  文文学学、、言言語語学学、、教教育育学学  

キキーーワワーードド：：  方方言言，，国国語語教教育育，，日日本本語語教教育育  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・宮宮城城県県のの方方言言にに関関すするる情情報報  

・・日日本本人人にに対対すするる国国語語教教育育  外外国国人人にに対対すするる日日本本語語教教育育  

 
研研究究内内容容：：    

方方言言研研究究――宮宮城城県県をを主主ととししたた、、方方言言のの実実態態調調査査やや記記録録保保存存  

      辞辞書書・・市市史史のの関関連連部部分分執執筆筆やや、、ママススココミミかかららのの問問いい合合わわせせにに応応じじてていいるる  

  

国国語語教教育育――日日本本人人をを対対象象ととししたた、、ここととばばをを的的確確にに使使いいここななせせるるよよううににななるるたためめのの学学習習方方法法やや教教材材のの作作成成  

      日日常常生生活活やや学学習習研研究究ななどど、、様様々々なな場場面面をを想想定定ししてていいるる  

  

日日本本語語教教育育－－外外国国人人をを対対象象ととししたた、、日日本本語語やや日日本本文文化化のの学学習習内内容容  

      短短期期研研修修生生対対象象のの、、日日常常のの日日本本文文化化体体験験やや紹紹介介をを担担当当ししてていいるる  

  

【【ここれれままででのの成成果果・・実実践践例例】】  

・・22000000 年年  仙仙台台市市愛愛子子児児童童館館主主催催  わわくくわわくく授授業業「「ここととばばののふふししぎぎ」」  授授業業担担当当  

・・22000022 年年  （（株株））ジジャャスストトシシスステテムム製製日日本本語語変変換換ソソフフトト「「AATTOOKK」」東東北北・・北北海海道道方方言言入入力力モモーードド  作作製製協協力力  

・・22000055 年年  秋秋田田県県増増田田町町（（現現湯湯沢沢市市））旧旧西西成成瀬瀬小小学学校校ににおおけけるる言言語語教教育育のの再再評評価価ののたためめのの調調査査研研究究  委委員員  

・・22001100 年年  河河北北新新報報朝朝刊刊連連載載ココララムム「「ととううほほくく方方言言のの泉泉」」  執執筆筆担担当当  

・・22001133 年年  岩岩沼沼市市史史編編纂纂委委員員会会（（民民俗俗部部会会・・自自然然部部会会・・震震災災部部会会））調調査査執執筆筆委委員員  

・・22001144 年年  文文化化庁庁委委託託事事業業「「被被災災地地ににおおけけるる方方言言のの活活性性化化支支援援事事業業」」  方方言言アアフフレレココ体体験験ワワーーククシショョッッププ  講講師師  

・・22001144 年年  東東松松島島市市文文化化協協会会第第 11 回回研研修修会会  講講演演「「方方言言のの過過去去・・現現在在・・未未来来」」講講師師  

・・22002200 年年  せせんんだだいい豊豊齢齢学学園園「「7755 歳歳かかららののアアククテティィブブラライイフフココーースス」」    仙仙台台のの方方言言    講講師師  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

（（参参考考））文文化化庁庁届届出出受受理理  日日本本語語教教師師養養成成講講座座  修修了了    

JJEEEESS  日日本本語語教教育育能能力力検検定定試試験験  合合格格    

中中学学校校・・高高等等学学校校教教諭諭専専修修免免許許状状((国国語語))    

    

    

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

古インドアーリア語文献群の歴史言語学的研究 

 

氏氏名名：：      笠笠松松  直直//  KKAASSAAMMAATTSSUU    SSuunnaaoo  EE--mmaaiill：：  sskkaassaammaattssuu@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  准准教教授授  学学位位：：  博博士士（（文文学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  
日日本本印印度度学学仏仏教教学学会会・・日日本本仏仏教教学学会会・・印印度度学学宗宗教教学学会会・・日日本本歴歴史史言言語語

学学会会  

研研究究分分野野：：  印印度度学学，，仏仏教教学学，，比比較較言言語語学学  

キキーーワワーードド：：  VVeeddaa,,  SSaannsskkrriitt,,  PPāāllii,,  BBuuddddhhiisstt  HHyybbrriidd  SSaannsskkrriitt  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・古古イインンドドアアーーリリアア語語・・中中期期イインンドドアアーーリリアア語語のの歴歴史史言言語語的的分分析析  

・・南南方方仏仏教教おおよよびび大大乗乗仏仏教教経経典典のの研研究究    ・・上上掲掲領領域域にに関関わわるる思思想想・・文文化化・・儀儀礼礼研研究究  

 
研研究究内内容容：：  ヴヴェェーーダダ文文献献ややパパーーリリ語語・・仏仏教教混混交交梵梵語語文文献献をを対対象象ととししたた言言語語・・思思想想・・文文化化研研究究  

■■ヴヴェェーーダダ文文献献研研究究  

仏仏教教はは古古代代イインンドドでで発発生生ししたた。。仏仏教教以以前前のの思思想想はは，，いいわわゆゆるるヴヴェェーーダダ文文献献にに保保存存さされれてていいるる。。ヴヴェェーーダダ文文献献のの相相当当部部

分分はは，，儀儀礼礼をを巡巡っってて展展開開ししてていいるる。。私私ははそそののううちち，，「「祭祭火火のの礼礼拝拝 AAggnnyyuuppaasstthhāānnaa」」儀儀礼礼ををととそそのの成成立立過過程程をを検検討討ししたた。。ここ

のの儀儀礼礼はは，，「「祭祭火火へへのの献献供供 AAggnniihhoottrraa」」（（のの，，古古くくはは夜夜のの））献献供供にに際際ししてて行行ななわわれれるる儀儀礼礼ででああるる。。ここのの「「拝拝火火」」儀儀礼礼のの要要素素

はは，，イインンドド・・イイラランン共共通通ののももののでで，，ここのの研研究究はは両両地地域域のの宗宗教教文文化化のの理理解解ののたためめにに重重要要ででああるる一一方方，，そそのの後後にに展展開開ししたた文文

化化――たたととええばば，，我我がが国国ににもも伝伝わわるる護護摩摩儀儀礼礼――のの理理解解ののたためめににもも有有用用ででああるる。。  

ヴヴェェーーダダ文文献献群群のの研研究究はは，，そそれれ自自体体がが独独立立ししたた研研究究課課題題ででああるるがが，，以以下下にに述述べべるる研研究究課課題題ののたためめのの基基礎礎ととももななるる。。  

■■南南方方仏仏教教おおよよびび南南方方仏仏教教聖聖典典語語・・パパーーリリ語語研研究究  

ススリリラランンカカ・・東東南南アアジジアアににひひろろままっったた仏仏教教はは，，日日本本をを含含むむ東東アアジジアアにに伝伝わわっったた大大乗乗（（北北方方））仏仏教教とと様様相相をを異異ににすするる上上座座

部部仏仏教教でであありり，，流流伝伝地地域域にによよっってて南南方方仏仏教教とともも呼呼ばばれれるる。。そそのの聖聖典典をを伝伝ええるる言言語語ををパパーーリリ語語とといいうう。。紀紀元元前前かからら紀紀元元 44--

55 世世紀紀頃頃にに主主要要なな文文献献がが成成立立ししたたがが，，そそのの後後もも，，ああたたかかもも西西洋洋ににおおけけるるララテテンン語語ののよよううにに使使用用さされれ，，そそのの文文献献量量はは膨膨大大

ででああるる。。近近年年，，東東南南アアジジアアはは経経済済発発展展がが著著ししくく，，そそのの文文化化的的基基層層ををななすす南南方方仏仏教教のの理理解解はは重重要要性性をを増増ししてていいるる。。ままたた，，

西西欧欧諸諸国国ををははじじめめととししてて南南方方仏仏教教がが教教線線をを展展開開ししてておおりり，，世世界界共共通通のの教教養養ととししててのの位位置置もも獲獲得得ししつつつつああるる。。文文献献群群のの基基

礎礎研研究究――本本文文校校訂訂・・索索引引・・翻翻訳訳のの作作成成――がが一一段段落落すするるななかか，，教教学学研研究究ののみみななららずず文文献献群群がが伝伝ええるる古古代代イインンドド世世界界のの生生

活活文文化化のの解解明明もも求求めめらられれるるととこころろででああるる。。  

■■大大乗乗仏仏教教経経典典：：梵梵文文法法華華経経研研究究  

本本邦邦にに伝伝わわっったた大大乗乗仏仏教教経経典典ののううちち，，『『法法華華経経』』はは最最大大のの文文化化的的影影響響力力ををももつつもものののの一一つつででああるる。。ここれれをを依依用用すするる伝伝

統統宗宗派派はは数数多多くく，，新新宗宗教教諸諸派派のの多多くくもも追追随随すするる。。そそののよよううなな『『法法華華経経』』だだがが，，そそのの成成立立のの次次第第ににつついいてて諸諸先先学学のの見見解解

はは，，一一定定のの方方向向性性・・合合意意はは認認めめらられれるるもものののの，，議議論論百百出出のの状状態態ででああるる。。そそのの理理由由のの一一端端はは，，諸諸先先学学がが主主にに漢漢訳訳『『法法華華

経経』』をを重重視視すするるこことと，，先先学学のの多多くくがが熱熱心心なな仏仏教教徒徒でであありり，，そそのの議議論論がが哲哲学学的的方方面面にに偏偏りりががちちででああっったたここととににああっったたかかにに思思

わわれれるる。。当当方方ととししててはは梵梵文文＝＝ササンンススククリリッットト本本ののううちち，，従従来来注注目目ののすすくくななかかっったた中中央央アアジジアア所所伝伝・・カカシシュュガガルル写写本本がが呈呈すす

るる語語形形・・文文法法現現象象がが古古形形をを残残すすここととをを確確証証しし，，かかつつ章章にによよっっててやややや特特徴徴をを異異ににすするるここととにに着着目目しし，，文文法法現現象象とといいうう客客観観

的的指指標標ををももっってて梵梵文文『『法法華華経経』』のの層層序序関関係係をを解解明明すするるここととをを志志しし，，着着実実にに成成果果をを挙挙げげつつつつああるる。。  

  

関係論文：【仏教混交梵語】笠松直「梵文『法華経』における動詞 ās の活用について」『南アジア古典学』第 17
号，2022 年，pp.125－136；Sunao, KASAMATSU「mā bhaiṣṭa / bhāyatha」『印度学佛教學研究』第 70 巻第 3 号，2022
年，pp. 1095(57)－1101(63)；笠松直「KN 322,4 mā ... śociṣṭa」『南アジア古典学』第 16 号，2021 年，pp.139－150；
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